
【補助事業概要の広報資料】 

 

補助事業番号  24-2-118 

補助事業 名  平成２４年度 福祉車輌の整備補助事業 

補助事業者名  社会福祉法人 天童会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

    助手席リフトアップ式の福祉車輌を整備する事により、施設入所中の身体障害を伴

う利用児童や高齢の利用者に対し、安心かつ安全な車輌への乗降が確保でき、利用者

の通院や社会参加が容易になる。 

また在宅の身体障害を持つ利用者の移送手段としても広く活用することができ、障

害児・者の地域生活の充実と、社会参加に貢献し、社会福祉の増進に寄与すること目

的とする。 

 

（２）実施内容 

①移送車Ⅰ[助手席リフトアップ] 

 助手席リフトアップ式の車輌を施設に整備し、昇降時の安全を確保すると共に施設利

用者及び在宅利用者の安全かつ快適な送迎を行い、地域における障害児・者の社会参加

の充実や促進が図れるよう、移送車を競輪の補助金により障害者支援施設（福祉型障害

児入所施設）も整備する。 

http://tendoukai.jp/publics/index/1/detail=1/c_id=3/r_id=7/&anchor_link=pa

ge1_3_7#page1_3_7 
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２ 予想される事業実施効果 

当法人では、今回リフトアップ式の福祉車輌の導入は初めてである。現状では、児

童施設に入所している児童の中には、知的障害だけでなく身体障害を伴う車椅子利用

の児童が増えている。また、成人施設に入所する利用者は高齢化が進んでおり、身体

機能が低下した利用者が増えている。年々車輌への昇降の際、介助の負担が増えてき

ていたが、リフトアップ式の福祉車輌を整備したことで、送迎が容易になり、安全で

快適な送迎が行われている。 

その他、在宅の障害者の移送手段として活用する事で、公共交通機関が発達してい

ない地域の利用者へも多様な福祉サービスの提供が可能となり、在宅利用者の通院や

社会参加が促進され、地域の社会福祉の増進が図られる。 

 

３ 本事業により作成した印刷物等 

無し 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

所属機関名： 社会福祉法人 天童会（テンドウカイ） 

住   所： 〒８４９-２３０４ 

佐賀県武雄市山内町大字大野７２０６番地１ 

代 表 者： 役職名 理事長 石丸 博（イシマル ヒロシ） 

担 当 部 署： 本部（本部） 

電 話 番 号： ０９５４―４５―２１５６ 

F A X： ０９５４―４５―３７５４ 

E - m a i l： shafuku.tendou@cotton.ocn.ne.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： http://tendoukai.jp 
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